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　● 水難者 ５６８人（１０６人）
　● 死者 ・ 行方不明者 ２３６人（     1 ６人）← 

海　３１４人（５５.３％）
川　２０３人（３５.７％）　　

水遊び １６０人（２８.２％）
魚とり・釣り 　７８人（１３.７％）←
水泳 　６９人（１２.１％）

海　１０６人（４４.９％）
川　１００人（４２.３％）←
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第43話　～今月は「か・い・だ・ん」話でーす～
みなみ：今月も頑張りましょう。前回に引き続き「建築基準法」を研究するわ♥それじゃあ、始めるわよ!!

ここは、大阪市内某所にある研究施設。日々、大阪市消防局の昇任試験問題の研究が行われている。

Vol.43
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第１問 建築基準法施行令第123条に規定する「避難階段及び特別避難階段の構造」に関する記述について、次
の（ ① ）～（ ⑩ ）にあてはまる適切な語句又は数値を解答欄に記入してください。（１０点）

第123条　屋内に設ける避難階段は、次に定める構造としなければならない。
（１）階段室は、第４号の開口部、第５号の窓又は第６号の出入口の部分を除き、耐火構造の壁で
囲むこと。

（２）階段室の天井（天井のない場合にあっては、屋根。第３項第４号において同じ。）及び壁の
室内に面する部分は、仕上げを（ ① ）でし、かつ、その下地を（ ① ）で造ること。

（３）階段室には、窓その他の（ ② ）な開口部又は予備電源を有する（ ③ ）を設けること。
（４）階段室の（ ④ ）に面する壁に設ける開口部（開口面積が各々１平方メートル以内で、法第２
条第９号の２ロに規定する防火設備で（ ⑤ ）であるものが設けられたものを除く。）は、階段
室以外の当該建築物の部分に設けた開口部並びに階段室以外の当該建築物の壁及び屋根（耐火
構造の壁及び屋根を除く。）から（ ⑥ ）センチメートル以上の距離に設けること。ただし、第
112条第10項ただし書に規定する場合は、この限りでない。

（５）階段室の（ ⑦ ）に面する壁に窓を設ける場合においては、その面積は、各々１平方メートル以
内とし、かつ、法第２条第９号の２ロに規定する防火設備では（ ⑤ ）であるものを設けること。

（６）階段に通ずる出入口には、法第２条第９号の２ロに規定する防火設備で第112条第14項第２号
に規定する構造であるものを設けること。この場合において、直接手で開くことができ、か
つ、（ ⑧ ）する戸又は戸の部分は、（ ⑨ ）に開くことができるものとすること。

（７）階段は、（ ⑩ ）とし、避難階まで直通すること。

第２問 建築基準法施行令第123条第３項に規定する「特別避難階段の構造」に関する記述について、次の
（ ① ）～（ ⑤ ）にあてはまる適切な語句又は数値を解答欄に記入してください。（１０点）

（１）階段室には、バルコニー及び付室に面する部分以外に（ ① ）に面して開口部を設けてはならない。
（２）バルコニー及び付室には、階段室以外の屋内に面する壁に（ ② ）以外の開口部を設けてはな
らない。

（３）屋内からバルコニー又は付室に通ずる出入口には特定防火設備を、バルコニー又は付室から
階段室に通ずる出入口には（ ③ ）を設けなければならない。

（４）建築物の（ ④ ）階以上の階又は地下（ ⑤ ）階以下の階に通ずる特別避難階段の（ ④ ）階以
上の各階又は地下（ ⑤ ）階以下の各階における階段室及びこれと屋内とを連絡するバルコニー
又は付室の床面積の合計は、当該階に設ける各居室の床面積に、建築基準法別表第１(い)欄(１)
項又は(４)項に掲げる用途に供する居室にあっては100分の８、その他の居室にあっては100分の
３を乗じたものの合計以上とすること。

【解答】〈各１点〉 
①
②
③

  不燃材料
採光上有効
照明設備
屋外
はめごろし戸

 
   
   

 90
屋内
自動的に閉鎖
避難の方向
耐火構造

 
  
 
  

【解答】〈各２点〉
①
②
③

  屋内
出入口
防火設備

 
   
   

 15
３
 

  
 
  

お疲れさま。今回はここまで。来月からは「救急」を研究するわ♥



実家のマンションで飼っている『もも』は、ポメ
ラニアンとチワワのミックス。
名前は、親がさくらももこから取った。特に理由

はないらしい。
我が家のアイドル犬になって早9年。人間で言

うと両親についでナンバー３の年齢に。
生後間もないころは顔周りが真っ黒でお世辞

にも可愛いとは言い難かった『もも』。
今では、ポメラニアンと勘違いされるほど父犬譲りの整った顔に。
そんな『もも』は、お座り、ハウス、お手、おかわり等はお手のもの、な芸達者

で散歩嫌い。
小さい時から人間より前を歩くことがなく、いつも引っ張られて嫌々歩く。

というか、引きずられている。
おやつの時以外はほぼ寝ていて、お見送りやお迎えはなし。でも、家族での

外食から帰宅したときだけはお迎えに来てくれる、実は寂しがりやの『もも』。
吠えることや噛むことは全くなく、番犬には完全に不向きだけど、両親に

とってはとてもありがたいお利口さん。
これからもみんなに愛されながら、長生きしてね。また会いに行くよ。

人事課　内海　健

40

７月号の編集作業中はまだ６月。いつもながら、すでに暑い毎
日が続くなか、日々をどう楽しく乗り切ろうか、いくら考えても毎
年見事に惨敗する。夏はそれなりに楽しいけど、それ以上に蒸し
暑さがつらい。
今月号では、そんな暑い夏にぴったりの水のレジャーや花火を
楽しむ際に起こりがちな事故についてお知らせしています。どう
いった場面でどのような事故が起こっているのか、分かりやすく
解説されています。安全に夏を満喫するためにご一読ください。
（T）

( 旧 :Twitter)

40

特別高度工作車運用配備に
伴い、高度専門教育訓練セン
ターにおいて操作訓練等を実
施しました。
表紙の写真は噴霧直状放水

を行っている大型ブロアー
（AIRCORE）の様子です。


	2024-7_p30-31
	2024-7_p32-33
	2024-7_p34-35
	2024-7_p36-37
	2024-7_p38-39
	2024-7_p40



